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令和３年11月26日（金）午後１時30分～午後２時34分 

黒部市役所201会議室 

 

教 育 長 中  義文 

教育委員 雪山 俊隆（教育長職務代理者） 

教育委員 泉  博美 

教育委員 紙谷 真紀 

教育委員 浅野 詠子 

教育部長                 高野  晋 

学校教育課長・学校給食センター所長    林  茂行 

生涯学習文化課長             中湊 栄治 

スポーツ課長               橋本 正則 

図書館長                 寺林 佳子 

こども支援課長              島田 恭宏 

学校教育班長               平田  恩 

学校教育課主幹              舘野 敬子 

生涯学習文化課主幹            幸林 理恵 

学校給食センター主幹           松平真由美 

学校教育課長補佐             前林 丈雄 

 

なし 

 

（会議冒頭「市民憲章」朗唱） 

 

只今から、黒部市教育委員会11月定例会を開会します。「議事録の署名について」は、

私が署名します。ここで、前回の会議で質問等がありました項目について、確認結果を

報告します。明峰中学校の校舎に多数使われているガラスの種類ですが、全て強化ガラ

スを使用しています。ただし、前回の会議でも話しましたが、強化ガラスだから大丈夫

ということではなく、やはり校内での色々な活動の際、ガラスが多くある所ではどう行

動するべきかということは、しっかりと子どもたちに指導していくべき事項だと思いま

す。今後も各学校に、明峰中学校だけでなく、村椿小学校などもガラスを多く使用して

いる箇所がありますので、指導していきたいと思っています。前回の会議に関する報告

は以上ですが、「10 月定例会の議事録」について、訂正・質問等がありましたらお願い

します。 

 

（質問なし） 

 

 特にないようでありますので、記載のとおりとして議事録に署名することとします。 

 次に教育長報告をいたします。 

 

１ 所管事業の状況報告について（行事等） 

(1) 11月 ６日(土) いきいきわくわく黒部市民の祭典 ２Days(～７日)（コラーレ） 

(2) 11月13日(土) 青少年育成黒部市民会議子ども・若者育成市民啓発事業（市役所） 

(3) 11月20日(土) 少年少女活動実践意見発表大会・善行青少年表彰式（コラーレ） 

 

２ 出席した会議等の概要報告について 

(1) 11月 ６日(土) 黒部市制施行15周年記念式典（コラーレ） 
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(2) 11月15日(月) 黒部市教育支援委員会（黒部市民病院） 

 

３ 所管事務に関する問題・情報等について（児童・生徒の安全･安心に関すること） 

〔前回会議以降、今回会議までの間〕 

(1) 児童・生徒の交通事故等 

○交通事故（２件） 

○その他の事故等（12件） 

(2) 不審者情報等（なし） 

(3) 鳥獣出没情報（２件） 

(4) いじめの認知件数及び指導の経過（10月報告分） 

①小学校（新規認知件数２、指導中８、解消２） 

②中学校（新規認知件数１、指導中２、解消０） 

(5) 令和３年度在籍児童・生徒・園児数及び学級数（令和３年11月１日現在） 

①小学校 児童数2,029人（前月比 ４人減） 

②中学校 生徒数1,070人（前月比 ２人減） 

③幼稚園 園児数00 51人（前月比 １人減）※こども園含む 

(6) 新型コロナウイルス感染症関連情報 

［教育委員会所管施設・学校行事等の対応］ 

 ○特になし 

 

以上、教育長報告としますが、質問がありましたらお願いします。 

 

事故報告の説明を聞いて、非常に丁寧な対応を学校がしていることがよく分かりまし

た。今回の報告において、事例がいつもより多いのは、そのように学校に指示したから

なのでしょうか。各学校から些細な内容でも全て報告するようにとの指示されたのでし

ょうか。それと、もう一点ですが、その他の事故等の２番目の事例が他の事故と違う問

題があるのではないかと感じましたので、もう少し詳しく教えてください。 

 

一つ目の質問である、いつもより報告数が多いのではないかという点については、細

かい部分であっても報告の対象となる病院の受診といった丁寧な対応を学校がしたこと

によりそれらが全て報告事項に挙がったことがあると思います。ただ、そればかりでは

なく、今段々と活動がコロナ禍前と一緒というような状態に戻りつつあり、当然のよう

に活動のエリア、あるいは活動の相手が増えてきています。そこで、色々と事故が起き

てしまっているものと思います。二つ目の質問については、学校教育班長から分かる範

囲で詳しく説明してもらいたいと思います。 

 

 ２番目の事例については、先ほど報告がありました小学校のいじめの新規認知件数に

計上したものとなります。殴られた児童に関しては、日頃から言動が少し厳しいという

か、人が嫌がることを言う傾向があるとのことでした。腹を立てての行動について、こ

の事例では、自分の好きな人のことを皆に言いふらしたとのことで、腹を立てて殴った

とのことです。これだけではなく、殴った３人の児童から殴られた児童は時々ちょっか

いをかけられていたことから、いじめに該当すると判断し、殴られた児童からも嫌がら

せを受けたとの話がありました。今回に至る背景は以上です。 

 

 分かりました。 

 

 この事例については、普段からの人間関係が背景にありますが、最近多いのは、子ど

もたちの問題が保護者同士のトラブルにつながる場合が見受けられます。 

 ほかに何かありますでしょうか。 

 

 交通事故の一番目の案件ですが、ヘルメットをかぶっていたことで、やはり大きな事
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故にはならなかった、守ることができたということは、不幸中の幸いであり、ある意味

よい事例として、命が助かったことを、名前を伏せるなど個人情報等に留意して、全学

校において周知するとよいと思います。外出するときは、格好悪いからヘルメットをか

ぶらないということではなく、自身を守るためにしっかりと身に付けるものであるとい

うことを、しっかり継続した指導を行ってもらいたいと思います。それと、その他の事

故等の一番目の案件ですが、前回の定例教育委員会において話しましたように、目の事

故に関しては、目視で確認できない傷が多くあると思います。特に、目の不調を訴えて

いる子どもがいたときには、速やかに即病院へ連れていくという判断をしてもらい対応

してもらった方が、後々もいいのではないかと思いました。また、子どもたちの活動に

ついてですが、教育長が言われたように、コロナ禍から解放されて少し自由になったこ

ともあって、活動範囲が広くなったことで、多くの事故が報告されたものと思います。

ただ、学校で迅速に対応している例もあれば、母親を呼んで確認してもらってから病院

に連れていくといった例もあり、最初のジャッジ、判断というものが適切に行われてほ

しいと思います。誰が最初に判断するのか、やはり養護教諭が一番に判断を下すのでは

ないかと思いますが、色々な経験の有無、浅い、深いということもある中で、的確な判

断という意味で、養護教諭の方にはしっかり頑張っていただくことをお願いしたいと思

います。先ほど説明があったように、母親を呼んでからの対応ということではなく、ま

ずは学校の管理下の事故であれば、経験をもつ方が適切な対応について速やかに判断を

下してほしいと思います。 

 

 まず一点目の、ヘルメットについては、今後も着用の推奨ということで、例えば若栗

小学校のように登下校時もヘルメットを着用している学校もあります。ただし、ヘルメ

ットが万能ではないということも、しっかりと指導していかなくてはならないと思いま

す。二点目の、目のことについては、以前も話しましたように、基本的に学校では首か

ら上のケガ等についてはしっかりと受診し安全を確認しようということで対応していま

すので、今後も徹底したいと思います。三点目の、誰がジャッジするかということにつ

いては、最終判断は養護教諭ではなく校長が行うことになります。養護教諭は専門的な

見立てができますので、その意見をしっかり踏まえたいと思いますが、養護教諭が常に

対応できる状況にあるか、出張等もあるかもしれません。それと、もう一方では、受診

に関して、年度初めに、目の場合はどの医療機関、腹部等の内科関係はどの医療機関、

歯科であればといった具合に、保護者に受診する医療機関を確認しています。ところが、

その場合に、その医療機関でいいということの確認をしてから受診しなければならない

ことになっています。その際、仕事や職場によっては、保護者に連絡が取れない場合が

あります。いわゆる携帯の扱いについて、仕事場に持ち込まない、ロッカーに保管して

おくという場合もありますし、その時は、会社の事務担当の方につないでもらうことが

ありますが、なかなか迅速に連絡が取れないこともあります。それともう一点は、万が

一受診してレントゲン検査等を受けることになる場合は、保護者の了解がなければ、学

校から教職員が赴きレントゲン検査を依頼しても、実際に受けるといったことはできま

せん。放射線等の関係からです。このように対応すべき課題がありますが、そこは、な

るべくそれらがスムーズに進むように対応する必要があるということです。何がなんで

も全て学校が判断し、すぐに対応するということにはならない場合があるということだ

け承知していただければと思います。一生懸命学校は対応していると思います。 

 ほかに何かありますでしょうか。 

 

 その他の事故等の11番目の浦山駅ホームの事例ですが、結果的に何事もなく本当によ

かったと思います。今後の対応として、誘導員の注意喚起や監視カメラの注視という説

明がありましたが、それらだけではなく、物理的に、どんな小さな子どもでも落ちるこ

とのないように、何か、電車なのかホームなのかどちらかは分かりませんが、その隙間

が体が落ちるくらいの幅としてかなりあると思われるので、何か改善策がないのか、富

山地方鉄道にも声掛けをした方がいいと思います。 
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 これに関しては、ホームと電車との幅が30cmほどの隙間があるとのことで、どの車両

もそれ位になるそうですが、富山地方鉄道は、誘導員等にもしっかりと子どもたちの乗

降に関して確認をするように徹底し、運転手も必ず乗降口の監視カメラを確認するとい

うことにより対応するとのことです。学校では、１年生と２年生の担任が時間のある時

に付き添っていくということでの対応を取るとのことです。 

 

 これは、以前から色々と、登下校の電車利用について言われていますが、全て万全に

ということになると、人を配置しなければならないということや、時間的な面で学校の

先生が毎日学校から離れて駅まで行ってということもできないときもあると思います。

そのため、指導を繰り返しながら、子どもたちにまずは安全に乗降するということを教

えていくことになります。また、電車の乗降だけではなく、他の乗客からマナーが悪い

という指摘もあり、乗車中の態度に関して、教職員が浦山駅から宇奈月温泉駅まで乗車

し、電車の中でマナーの指導をすることもありますが、それを毎日行うことは難しいと

思っています。先ずは可能な対策をしっかり取り組んでいこうと思っています。 

 ほかに何かありますでしょうか。（なし） 

 次に、「５ 報告」に移ります。はじめに、「報告第１号 令和３年度12月補正予算（教

育委員会関係）の概要について」報告願います。 

 

 それでは、「報告第１号 令和３年度 12 月補正予算（教育委員会関係）の概要につい

て」ご説明します。12月３日から市議会12月定例会が開催される予定でありますので、

そちらに上程する補正予算となります。今回は、コロナ禍により事業を中止したことに

伴う減額補正を多く計上しています。減額したもののうち、一般財源相当額は、別途コ

ロナ対策のための基金に積み立てる予定としています。それでは、順番に内容を説明し

ます。まず、基金積立金 73万５千円ですが、これはふるさと黒部サポート寄附金 19件

を教育文化振興基金に積み立てるものです。次に、国際化教育推進事業ですが、これは

姉妹都市交流研修事業の中止によるメーコン・ビブ郡派遣旅費とメーコン・ビブ郡派遣

補助金を、そして英語サマーキャンプの中止による事業補助金を合わせて 416 万２千円

を減額するものです。次に、小学校連合体育大会費ですが、これも事業中止により 109

万８千円を減額するものです。次に、小学校音楽会費ですが、これも事業中止により 63

万１千円を減額するものです。次に、女性青少年活動事業ですが、これも高校生海外派

遣事業の中止により補助金56万４千円を減額するものです。次に、公民館建設事業6,000

万円ですが、これは、来年４月に開館予定ですが、「(仮称)東布施地区防災コミュニティ

センター駐車場・訓練、避難広場等整備工事費」として、駐車場等の整備工事費を計上

するものです。次に、芸術文化推進事業ですが、これもイベント中止により、黒部川・

水のコンサート＆フェスティバル開催補助金 100 万円を減額するものです。次に、ホス

トタウン感染症対策費ですが、これも事業中止により東京2020オリンピックにおけるホ

ストタウン感染症対策費 4,793 万８千円を減額するものです。次に、姉妹都市スポーツ

交流事業ですが、これも事業中止により三陟国際マラソン大会選手派遣事業費 178 万円

を減額するものです。次に、地域スポーツ振興事業ですが、まず、大会開催に伴う自治

体支援として山岳スキー競技日本選手権大会開催補助金 30 万円を計上しています。ま

た、事業中止により健康増進スポーツイベント開催事業委託費、アーチェリー記念大会

補助金、東京2020オリンピック聖火リレー県負担金、大相撲黒部場所開催負担金、合わ

せて455万６千円を減額するものです。説明は以上です。 

 

 質問がありましたら、お願いします。（なし） 

次に、「報告第２号 課等の事業報告（経過・予定）について」報告願います。 

 

〔経過事業〕 

○10月28日 通常訪問研修(石田こども園) 

○10月29日 中学校合唱コンクール(明峰中学校) 

○11月 ６日 黒部市制施行15周年記念式典 
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○11月 ８日 中学校合唱コンクール(清明中学校) 

○11月11日 通常訪問研修(荻生小学校) 

○11月15日 黒部市教育支援委員会 

○11月16日 通常訪問研修(桜井小学校) 

○11月18日 黒部ライオンズクラブ結成60周年記念例会 

 

〔予定事業〕 

○11月26日 黒部市総合教育会議 

○11月29日 令和３年度第２回管内市町村教育委員会教育長会議 

○12月 ３日 黒部市議会12月定例会(～21日) 

○12月 ７日 スクールミーティング 

○12月24日 小中学校２学期終業式 

 

〔経過事業〕 

○10月28日 第63回全国社会教育研究大会 石川大会 オンライン参加 

○10月28日 第２回黒部市社会教育委員会 

○11月 ５日 第16回黒部市芸術祭 黒部市美術展(～９日)※俳句・短歌の展示 

○11月 ９日 市Ｐ連との懇談会 

○11月13日 生涯学習文化スクエア サークル活動発表会 

○11月13日 青少年育成黒部市民会議子ども・若者育成市民啓発事業 

○11月20日 少年少女活動実践意見発表大会・善行青少年表彰式 

〔いきいきわくわく黒部市民の祭典 ２Days〕 

○11月６日～７日の２日間にわたって開催 

 

〔経過事業〕 

○11月 ６日 ＫＵＲＯＢＥアクアフェアリーズ Ｖ１リーグホームゲーム 

（vs ＰＦＵブルーキャッツ（６日、７日両日同一カード）） 

○11月12日 ホストタウン事業にかかるインド大使表敬訪問 

○11月18日 第２回ＫＵＲＯＢＥ型地域部活動 指導者意見交換会 

 

（予定事業） 

○11月27日 姉妹都市スポーツ交流事業根室市選手団派遣(～29日) 

○12月 １日 第２回ＫＵＲＯＢＥ型地域部活動あり方検討会 

○12月 ４日 ＫＵＲＯＢＥアクアフェアリーズ Ｖ１リーグホームゲーム 

（vs トヨタ車体クインシーズ（４日、５日両日同一カード）） 

○12月10日 第39回カーター記念黒部名水マラソン第１回実行委員会 

○12月18日 オリンピアン招聘事業(～19日) 

       (東京2020オリンピックアーチェリー競技銅メダリスト 古川高晴選手 

によるアーチェリー教室・講演会) 

 

〔経過事業〕 

○11月 ９日 「秋の大収穫祭」（～12月５日） 

○11月12日 図書館見学(生活科)石田小学校 

○11月17日 図書館見学(生活科)中央小学校 

○11月26日 図書館見学(生活科)たかせ小学校 

 

〔予定事業〕 

○11月30日 図書館見学(生活科)桜井小学校 

○12月 １日 黒部市図書館協議会先進地視察 

○12月 ２日 図書館見学(生活科)桜井小学校 

 



学校給食センター所長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こども支援課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

〔経過事業〕 

○10月29日 学校給食訪問(生地小学校) 

○11月 ２日 学校給食訪問(桜井小学校) 

○11月19日 学校給食訪問(荻生小学校) 

○11月25日 黒部地場産学校給食の日(第４回)（試食会場 中央小学校） 

       主会場 中央小学校 

 

〔予定事業〕 

○12月10日 黒部地場産学校給食の日(第５回) 

○12月23日 ２学期学校給食終了(幼稚園、小学校) 

○12月24日 ２学期学校給食終了(中学校) 

 

〔経過事業〕 

○10月28日 通常訪問研修【石田こども園】 

○10月30日 公民館まつり(作品展示のみ)【石田こども園】(～31日) 

○11月 ６日 大布施公民館祭り(３～５歳児作品展示のみ)【さくら幼稚園】(～７日) 

〇11月 ９日 保育参観３・５歳児【さくら幼稚園】 

○11月10日 保育参観４歳児【さくら幼稚園】 

○11月11日 ＣＩＲ訪問【生地こども園】 

○11月17日 ＣＩＲ訪問【石田こども園】 

○11月18日 ＣＩＲ訪問【さくら幼稚園】 

○11月20日 公民館フェスティバル(３～５歳児作品展示のみ)【生地こども園】 

(～21日) 

 

〔予定事業〕 

〇12月 ２日 保育参観(４歳児)【生地こども園】 

〇12月 ３日 保育参観(３・５歳児)【生地こども園】 

○12月 ７日 もちつき【石田こども園】 

○12月 ８日 もちつき【さくら幼稚園】【生地こども園】 

○12月 ８日 個別懇談会(～10日)【石田こども園】 

○12月13日 個別懇談会(～15日)【さくら幼稚園】 

○12月23日 クリスマス会【生地こども園】【石田こども園】 

○12月24日 ２学期終業式 

 

 各課等の事業報告について質問がありましたら、お願いします。（なし） 

 本日予定しておりました報告事項は以上です。全体を通して、追加等や資料以外のこ

とも含めて、何かありますでしょうか。（なし） 

次に、「６ 連絡事項等」についてお願いします。 

 

 （今後の日程について確認） 

 

○教育委員会12月定例会    【日時】12月23日(木) 午後３時00分 

                【会場】201会議室 

 

 事務局から日程等について説明がありましたが、委員には日程調整をよろしくお願い

します。 

 以上で、本日の会議を終わります。ありがとうございました。 

 

 

 上記、議事録の正確なることを証するために、次に署名する。 



 

 令和３年12月23日 

  署名人 黒部市教育委員会 教育長  中   義 文 


